
 

基本目標２ 

  

資源循環型社会の 

構築に向けた取り組み 
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２３区の清掃事業 

 

 
 
ごみの収集・運搬
資源回収 

ごみの焼却、粉砕
等の中間処理 

最終処分 

各区 

清掃一部
事務組合 

都 

三
者
が
協
力
・
連
携 
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廃棄物処理の役割分担 

可燃
ごみ 

不燃
ごみ 

新宿中継・資源センター 
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中央防波堤埋立地 
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環境基本計画 

個別目標２－１ 
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まずは、REDUCE（リデュース） 

        ごみの発生抑制 

袋や包装等は断る・マイバッグ 

 

次に、 REUSE（リユース）  

           繰り返し使用 

直して使う・何度でも使える容器 

 

最後に、RECYCLE（リサイクル） 

        再生利用 

資源を分別・再生品利用 
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リユース品の購入 

リターナルびんの利用 

使用しなくなった物をリユースショップへ 

⇓ 

もいちど倶楽部の運営（新宿リサイクル活動センター） 

家具の再生販売（西早稲田リサイクル活動センター） 

洋服ポスト、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ開催、洋服、包丁、おもちゃの修
理（両リサイクル活動センター） 
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①ごみの適正な出し方の徹底           

  一般廃棄物処理基本計画の推進 

  広報紙等を用いた周知    

②産業廃棄物・建設副産物の適正処理  

  建設リサイクル法に基づく届け出の徹底 

③不法投棄対策                   

  職員による排出指導 

  パトロールの実施 

  関係機関と連携した対策指導の実施 
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「ごみ量半減」 

「資源化率倍増」 

を目指してチャレンジ 

この計画は、「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」で自治体が策定するよう規定 
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環境基本計画と 

一般廃棄物処理基本計画について 

新宿区 

新宿区一般廃棄物処理基本計画 
（平成２０年度から平成２９年度まで） 

区   

 民 

策
定 

新
宿
区
リ
サ
イ
ク
ル
清
掃
審
議
会 

意見等 

パブリック・ 
コメント実施 

東京二十三区清掃一部事務組合 
一般廃棄物処理基本計画 

新宿区環境基本計画 

新宿区基本構想 

新宿区基本計画 

諮問 

答申 

調
和 

東京都 
資源循環・廃棄物処理計画 

区の上位計画 関連自治体の計画 
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ごみの発生自体と抑え、資源循環型
社会を目指す。 

環境への負荷を抑え、効率的に事業
を実施する。 
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「ごみ発生抑制によるスリムな社会」 

「資源回収の拡充による循環する社会」 

「適正なごみ処理を行う社会」 

「区民・事業者・行政がそれぞれの役割を果たす社会」 
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ごみ発生抑制によるスリムな社会 

ごみ発生抑制の推進 

•生ごみ減量への取り組み 

•燃やすごみの約35％を占める生ごみ⇒約80％
は水分⇒水切り・乾燥・無駄なく調理 

•消費行動による発生抑制 

•マイバック、マイボトル、簡易包装、詰め替え容
器の利用など、区民・事業者双方の取り組み 
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資源回収の拡充による循環する社会 

集団回収の拡充 

•広報などでの町会、マンションの管理組合などへの新
規登録の呼びかけ。 

新たな資源回収の検討 

•蛍光管・使用済み小型電子機器の回収 

•廃食油回収（リサイクル活動センター）  
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ごみの適正な分別の徹底 

•区民に対して周知・啓発の徹底 

•外国人に対しても分別排出ルールを徹底
するため、外国語表記による周知啓発 

事業用大規模建築物への指導 

•再利用計画書の届け出事業用大規模建
築物を3000㎡から1000㎡以上に拡大 

適正なごみ処理を行う社会 
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区民・事業者・行政がそれぞれの役割と責任を果たす社会 

区民の役割  

•生活スタイルの見直し 

•資源・ごみの適切な排出 

事業者の役割 

•ごみの発生抑制を考えた商品の生産・販売 

•事業者の自己処理責任に基づくごみの減量 

•資源化の推進 

区の役割 

•拡大生産者責任に基づく国や事業者への働きかけ 
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８６５ｇ ５９２ｇ 

25 



    「資源化率倍増」 
（ごみと資源の総量から、資源として回収された割合） 
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目標まで13.2％ 
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新宿区のごみ減量への取り組み状況と23区 

平成17年度 平成27年度 増減比率 23区での比較 

人口 305,536人 334,193人 

 

9.4%増 

 

平均7.7％増 

区が収集した 

ごみ量 
96,442ｔ 72,459ｔ 

 

24.9％減量 平均18.7％減 

減量率3位 

区民が一日に
出すごみ量 

865ｇ 592ｇ 約31.5％減
量 

ごみ量18位 

減量理率５位 

資源化率 17.4％ 21.8％ 4.4%増 19位⇒13位 
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～「新宿スタイル」の3Ｒの取り組みを検討～ 

 新宿区は、社会経済活動が活発 

①大繁華街を有している 

②小売業の売上げ額は一兆円をこえている 

③昼間人口が多い 

 

区民、事業者、区がそれぞれの立場で対策に取り組
み、三者が連携して行動することが重要。 

  

 

 新宿区３R推進協議会の設立 

新宿区３Ｒ推進協議会による取り組み 
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新宿区３Ｒ推進協議会 

エコ自慢ポイントのしくみ 

レジ袋辞退
（スタンプカード・レシート） 

景品交換 
（エコバッグなど） 

ポイント化 

＋ 

行動 見えるしくみ ほめるしくみ 

使用電力量の削減
（前年同月比） 

３Ｒ行動 

実績（27年度末現在） 
累計登録者 2204名 

年間実績 

レジ袋辞退 41481pt 

ﾘﾕｰｽ品購入 2702Pt 

節電    34671Pt 

環境学習     31Pt 

ｲﾍﾞﾝﾄ来場    137Pt 

年間計   79022Pt       
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戸塚地区にある2か所の 

リサイクル活動センター 
 

   

 

   

戸塚地域センター 
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新宿リサイクル活動センタ－ 

資源回収モデル 

ステーション 

リユース事業 

講座・講習、 

イベントの開催 
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資源回収モデル 

ステーション 

リユース事業 

講座・講習、 

イベントの開催 
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ごみの出し方・分別 

周知への取り組み 
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ごみから資源物の分別を徹底 

資源回収品目の拡大 

⇓ 

金属・陶器・ガラスごみから資源物の回収の拡大 

可燃ごみから雑紙の分別の徹底 

古布・古着の回収の拡大 
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